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田中　重博

1. 授業の概要（ねらい）
　この講義は、租税を租税法・会計等から総合的に理解し、望ましい租税施策のありかたを考察する科目です。

2. 授業の到達目標
　所得税、法人税、相続税、消費税等を総合的に理解し、さらに租税をめぐる行政や司法制度についての基礎を理解する
こと。

3. 成績評価の方法および基準
　授業での発表・参加・貢献度70％レポート30％

4. 教科書・参考文献
教科書
中里実他編　租税法概説　有斐閣

5. 準備学修の内容
テキストを事前に読んで予習をしてください。

6. その他履修上の注意事項

7. 授業内容
【第１回】 ガイダンス

租税政策の考え方について解説します。
【第２回】 租税政策をめぐる立法・行政①

現代国家における租税、日本における組成制度について解説します。
【第３回】 租税政策をめぐる立法・行政②

租税法の立法過程、租税行政について解説します。
【第４回】 租税法の実現と法律家の役割①

租税法の解釈について解説します。
【第５回】 租税法の実現と法律家の役割②

租税争訟について解説します。
【第６回】 租税政策と個人課税

個人の所得課税の租税政策における位置づけについて解説します。
【第７回】 個人の所得課税①

所得税法の概要について解説します。
【第８回】 個人の所得課税②

所得税における論点について解説します。
【第９回】 租税政策と法人課税

租税政策における法人税の位置づけについて解説します。
【第10回】 法人の所得課税①

法人税法の概要について解説します。
【第11回】 法人の所得課税②

法人税における論点について解説します。
【第12回】 租税政策と消費税

租税政策における消費税の位置づけについて解説します。
【第13回】 消費税①

消費税法の概要について解説します。
【第14回】 消費税②

消費税における論点について解説します。
【第15回】 租税政策特論Ⅰ総まとめ


